
【個人競技】 

昨日の曇天模様から一転、澄み渡った空が広がる高崎アリーナ。今日この場所でジュニア

個人日本一が決定する。 

初日首位に立ったのは村山颯（国士舘中学校/国士舘ジュニアＲＧ）。その背中を追いかけ

るのは昨年の王者丸山一休（大垣共立銀行 OKB 体操クラブ）。今日もこの 2 人を中心に個

人総合王者争いが展開していくことが予想される。上位 2 選手に点差はあるが今後の活躍

が期待される選手達にも注目だ。現在 3 位で上位の 2 人を追いかける生田目倖希（華舞翔

新体操倶楽部）、高い実施力で上位を狙う村田駿（Leo RG）、小学 6 年生ながら堂々の演技

を披露している中尾勇月（北海道新体操クラブ恵庭）など若い選手たちの演技にも注目して

ほしい。いずれにしても何かが起こる個人 2 日目！最後まで楽しめること間違いなしだ。 

 

第 3 位 生田目 倖希（華舞翔新体操倶楽部） 4 種目合計 59.425 

スティック 

素晴らしい演技を披露した。冒頭のタンブリングでは高さのある 2 回半からの繋ぎを見

事に決め、その後の投げ受けも確実にキャッチした。最後まで集中力を切らさず、演じ切り

14.950 を獲得した。 

 

リング 

見事にまとめた。1 種目目の良い流れをそのままにリングでもタンゴ調の音楽に合わせて軽

快に演じた。最後まで勢い衰えることなく演じ切った。15.250 

 

ロープ 

順位変動が起こりやすい後半種目。生田目の一種目目はロープから。序盤、リズムよく技

を決めていく。演技後半少し手具が乱れ始め、最後の投げ上げで足に絡ませようとしたが、

あわや落下に見える状態に。しかし空中でキャッチラストポーズにつなげる。ミスもあり 14

点台には届かなかった。13.900 

 

クラブ 

 表彰台のかかる緊張感のある一本。冒頭の高く投げ上げた３シェネをしっかりと決め流

れにのる。高さのあるタンブリングと柔らかな徒手で最後まで見事に演じ切った。本人も納

得のガッツポーズで全国大会初の表彰台に上った。15.325 

 

 

第 2 位 村山颯（国士舘中学校/国士舘ジュニアＲＧ） 4 種目合計 63.825 

リング 

リングからスタートした村山。序盤から持ち前の徒手の上手さが際立つ演技。タンブリン

グ着地はわずかに乱れが見えたが、高い実施力でノーミス。16.600 で次につなげる。 

 

スティック 

スタートからジュニア離れした表現力で雰囲気を作り出したが、中盤の連続投げで落下、

その後の投げに繋がらなかった。そこからは最後までミスなくこなしたが 15.850 であった。 



 

クラブ 

優勝を狙うためには確実に決めていくしかない。物静かなメロディにのせ演技がスター

トしたが痛恨の一本になってしまった。中盤の投げ受けで落下し、その後の処理でも落下。

2 度の落下が響き得点は 14.800。逆に最終種目で丸山を追う形になった。 

 

ロープ 

最後の最後で見せてくれた。最終ロープで見事ノーミスの演技を披露した。今大会でもロ

ープのノーミス率はかなり低い中で完璧に演じ切った。 

この種目で 16 点台にのせる追い上げを見せたがトップの丸山に僅か 0.075 点差及ばず 2

位となった。 

 

優勝 丸山一休（大垣共立銀行 OKB 体操クラブ） 4 種目合計 63.900 

スティック 

緊張感の漂う一種目目。スタートはスティックからだ。丸山の得意なタンブリングを武器に

体を大きく使った演技で見事ノーミス。16.250 の好発進だ。 

 

リング 

もったいない通しになってしまった。冒頭の難しい投げをしっかり処理し、流れに乗るかと

思った直後、手具操作でリングを落下。すぐに処理し大きな減点は免れたがその後の演技は

わずかにリズムがズレたように感じた。15.675 でこの種目 2 位につけた。 

 

ロープ 

優勝を目指すためにはしっかり通しきることが必要。序盤の投げ受けで少し危うい場面

が見られたが、丸山の迫力ある第一タンブリングが決まり流れにのる。背面投げのキャッチ

でラインオーバーはしたが、点数を伸ばすことが難しいロープで 15.825 を獲得した。 

 

クラブ 

 優勝のかかる緊張感のある通しだった。投げ受けで多少のズレはあったが、落下なく最後

まで演じった気持ちの籠った一本を披露した。16.150 

 

やはり最終日にはドラマが待っていた。丸山の追い上げの結果嬉しい 2 連覇を飾った。村

山は昨年に続き悔しい 2 位だが、2 人は中学 3 年生。これから高校での戦いが待っている。

更なる進化を遂げて新体操界をけん引していくような選手に成長することを期待したい。 

本大会では上位 2 名が頭一つ抜けている大会ではあったが、若手選手の成長にも目を見張

るものがあった。本大会で得た経験を来年に向けて活かしてもらいたい。 

 

（男子新体操委員会） 


